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教育史学会第 55 回大会 参加のご案内 

 

大会参加費、懇親会費について 

第 55 回大会では、院生会員（臨時学生会員を含む）の大会参加費を無料とします。確認のため学生

証をお持ちください。 
また、大会参加費と懇親会費について、前納方式を採用します。大会当日の受付をスムーズに行う

ためにも、会員の皆様のご協力をお願い致します。 
 

①大会参加費、懇親会費 

前納（8 月 31 日まで） 当日  

一般会員 院生会員 一般会員・臨時会員 院生会員・臨時学生会員

大会参加費 3,000 円  ― 3,500 円  ― 

懇親会費 4,500 円 2,500 円 5,000 円 2,500 円 

 
②振込先 

 
 

※「教育史学会第 55 回大会 開催のご案内」（5 月末に学会事務局から送付済み）と一緒にお送りし

た郵便振込用紙（青色）をご利用ください。紛失された方は、郵便局に備え付けの用紙をお使いく

ださい。なお、学会事務局に学会年会費を支払うための郵便振込用紙（赤色）とお間違えのないよ

うにご注意ください。 
※ゆうちょ銀行・郵便局以外の銀行からのお振込の場合は振込先は、下記の通りとなります。 

ゆうちょ銀行 店名：〇九九店  預金種目：当座 口座番号：0322374 
 
③振込期限 2011 年 8 月 31 日（水）（期日厳守） 
※振込手数料はご本人の負担になります。 
※お振込みいただいた大会参加費、懇親会費のキャンセルは、2011 年 8 月 31 日（水）までに準備委

員会事務局へファックスか E メールでご連絡いただいた場合に限り、受け付けます。準備委員会か

ら返金する際の振込手数料は、ご本人の負担とさせていただきますので、お振り込みいただいた金

額から、手数料を差し引いた額を返金いたします。 
 
受付 

大会参加の受付は、文学部新館 2 階で行います。大会受付、個人発表会場、コロキウム会場ともに

教育学部ではなく文学部の建物を利用しますので、ご注意ください。 
〈参加費を前納された方〉 

受付へ「払込受領証」（ご利用明細）をご持参ください。確認後、『発表要綱集録』と名札（記入

済）等をお渡しします。 
〈当日お支払いされる方〉 

受付で大会参加費（一般会員・臨時会員…3,500 円）をお支払いください。『発表要綱集録』と名

札（未記入）等をお渡しいたしますので、大会会場へ行かれる前に名札にご所属とお名前の記入

をお願い致します。懇親会への参加も受け付けいたします。 
※学会年会費の納入は、学会事務局の受付で行います。 
 

ゆうちょ銀行 口座名称：教育史学会第 55 回大会準備委員会、口座番号：00920－7－322374
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シンポジウム（公開） 

 シンポジウムのテーマは、「教育史研究における大学史研究の位置」です。公開シンポジウムで

すので、会員以外の方も参加できます。会場は、芝蘭会館稲盛ホールです。詳細は、本プログラ

ム 9 ページをご参照ください。 

 

研究発表・コロキウム 

① 研究発表時間は、一人あたり 30 分（研究発表 25 分、質疑 5分）です。 

② 発表内容は未発表の研究に限ります。 

③ 発表者が欠席の場合、発表時間の繰り上げは行いません。また、発表者が遅刻の場合は、発

表資格を失います。ご注意ください。 

④ 発表に関わるレジュメ、資料などを会場で配布される場合、十分な部数をご用意ください。

大会準備委員会では、印刷・増刷に応じられません。 

⑤ 本大会では、コロキウムのいっそうの充実を図るため、正規の時間帯に組み込み、時間も長

めに確保してあります。ふるってご参加ください。 

 

懇親会 

10 月 1 日（土）のシンポジウム終了後、18 時 15 分より芝蘭会館山内ホールで懇親会を開催い

たします。懇親会費は、前ページの「大会参加費、懇親会費」をご参照ください。多数の皆様の

ご参加をお待ちしています。 
 

昼食 

10 月 1 日（土）、2 日（日）ともに、カフェテリア「ルネ」、カフェレストラン「カンフォー

ラ」を利用できます。カフェテリア「ルネ」は総合博物館から東大路通を隔てて反対側、西部生

協会館の 2 階にあります（営業時間は土曜 11:00～19:30、日曜 11:00～14:00）。カフェレストラン

「カンフォーラ」は正門の西側にあります（営業時間は土・日曜ともに 11:00～15:00）。 

 

会場までのアクセス 

①京都大学（吉田キャンパス）までのアクセスは本プログラム 6 ページをご参照ください。 

②駐車場の用意はありませんので、公共の交通機関をご利用ください。 

 

宿泊 

  宿泊につきましては、各自での手配をお願い致します。大会準備委員会による斡旋は行いませ

んのでご了承ください。 

 

託児サービス 

大会期間中、会場内にベビーシッター会社の運営委託による託児室を開設します。託児室をご

利用の方は次頁の要領でアルファコーポレーションにお申し込みください。また、託児室近くに

授乳室、親子休憩室を設けます。 

授乳室、親子休憩室のみのご利用についてはご予約は不要ですが、会場へのアクセスについて

連絡事項がございますので、事前に大会準備委員会までご連絡いただくか、当日、受付または大

会事務局にお申し出ください。 
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＜託児サービス要領＞ 

 

 

問い合せ先 

教育史学会 第 55 回大会準備委員会 事務局 

〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学教育学研究科 駒込研究室 

      Tel：075-753-3034     FAX：075-753-3034  

            E-mail：jshse55@educ.kyoto-u.ac.jp 

            Homepage：http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/jshse/55/index.htm 

申込期間 2011年9月25日（日）まで

2011年10月1日（土）　第1部　8:30～13:00　第2部　13:00～18:15
2011年10月2日（日）　第1部　8:30～13:00　第2部　13:00～18:00
※昼食時はお子様をお迎えにいらしてください。お子様の昼食のご準備をお願いいたします。
※両日共に、プログラム開始30分前から受付を開始し、プログラム終了30分後には託児室を閉めま
　す。時間厳守で送り迎えをお願いいたします。
※託児時間の範囲で、ご利用者のスケジュールにあわせてご利用時間をお決めいただくことができま
　す。

託児定員 大10名　（各部）

託児室場所 セキュリティ確保のため、お申込者へのみご連絡いたします。

申込方法

注意事項等をお読みのうえ、下記必要事項をご記入いただき、アルファコーポレー ションまで直接
メールにてご予約下さい（その際に大会準備委員会のアドレスもCCに含めてください）。アルファ
コーポレーションによるご予約確認の返信メールに、利用申込書と託児室のご案内が送信されます。
ご予約メールアドレス：　yoyaku@alpha-co.com
ご予約時に、メールで以下の1～4をお知らせください。
1）保護者氏名・所属・連絡先・携帯電話番号　2）お子さまの名前（ふりがな）・年齢・性別
3）保育希望日及び託児希望の部  4）保育上やアレルギー等健康上の注意点
※ご質問時のサブジェクトは「 教育史学会託児室＋（ご用件）」とお書き下さい。

対象年齢 3ヶ月～小学校6年生

委託先 (株）アルファコーポレーション　http://www.alpha-co.com

託児料

1部あたり1500円（税込）
※ただしオムツなどの実費は除きます。
※託児料は当日託児室受付にてお支払い下さい。お支払の際、おつりの出ないようにお願いいたしま
　す。

キャンセル

2011年9月28日（水）17：00までにご連絡下さい。連絡先：075-212-7555
これ以降のご連絡は、お申し込みされた時の託児料金の100％をキャンセル料として申し受けます。
キャンセル料は、期間中託児室にて直接お支払いいただくか、後日大会準備委員会へ宛ててお振込み
下さい。

持ち物

①保護者の身分証明書（健康保険証・運転免許証・母子健康手帳・学生証など）
②託児利用申込書（記入捺印の上、利用初日に保育スタッフにお渡し下さい。）
③保育に必要なもの
・オムツ・お尻拭き・ミルク・哺乳瓶・着替え・タオル・おやつ・ビニール袋などを１つのバッグに
　まとめてお預け下さい。
・お持ち物すべてにお名前をご記入ください。

注意事項

①託児時間を越える保育は一切行いません。送り・迎えとも時間厳守でお願いいたします。
②お子さまのお手洗いを済まされたあと、ご来室ください。
③当日37.5℃以上のお熱がある場合や体調不良の場合、また集団保育に適さないと判断した場合はお
　預かりできない場合があります。
④保育スタッフによる投薬は致しかねます。
⑤急な発熱など緊急時には保護者さまの携帯電話にご連絡いたします。緊急連絡先は毎日必ず保育ス
　タッフにお知らせ下さい。また、その際は迅速なご対応をお願いします。
⑥お子さまのお迎えまでに、大会参加受付をお済ませ下さい（場合によっては、大会参加を確認する
　際に、参加費領収証をご提示いただくことがございます）。

注意事項２
不測の事故に対応するために、シッター会社が保険に加入しており、保険適用範囲で補償いたしま
す。また、教育史学会は、事故の責任を負いません。
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タイムスケジュール  

2011 年 10 月 1 日（土） 2011 年 10 月 2 日（日） 

受付 

（文学部新館 2F 第 3 講義室前） 

受付 

（文学部新館 2F 第 3 講義室前） 

研究発表 

（文学部新館 

   第 1・第 2・第 4・第 6・ 

   第 7 講義室） 

研究発表 

（文学部新館 

第 1・第 2・第 4・第 6・ 

第 7講義室） 

昼休み 

昼休み 

総会 

（芝蘭会館稲盛ホール） 

研究発表 

（文学部新館 

   第 1・第 2・第 4・第 5・ 

   第 6・第 7講義室） 

移動 

コロキウム 

（文学部新館 

   第 1・第 2・第 4・第 6・ 

   第 7 講義室） 

シンポジウム 

（芝蘭会館稲盛ホール） 

移動 
 

懇親会 

（芝蘭会館山内ホール） 
 

 

8:15 

 

 

9:00 

 

 

 

 

 

 

 

12:00 

 

 

 

13:00 

 

 

14:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17:45 

 

18:15 

 

 

20:30 

  

 

8:15 

 

 

9:00 

 

 

 

 

 

 

11:30  

 

 

12:30  

 

 

 

 

 

 

 

 

15：00 

15：10 

 

 

 

 

17：30 

 

 

※このほかに、9 月 30 日（金）には、理事会、機関誌編集委員会、書評委員会が予定されています。 

 

教育史学会 第 55 回大会準備委員会 準備委員（50 音順） 

沖田行司（同志社大学）、越水雄二（同志社大学）、駒込武（京都大学）、小山静子（京

都大学）、谷川穰（京都大学）、辻本雅史（京都大学）、西山伸（京都大学）、宮坂朋幸

（びわこ学院大学）、山名淳（京都大学） 
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交通案内図 

 
【京都駅からの交通】 
①JR 京都駅より地下鉄烏丸線に乗り「今出川駅」下車、市バス（102 系統「急行  出町柳駅 銀閣寺」

行  or 201 系統「百万遍・祇園」行  or 203 系統「今出川通  銀閣寺道・錦林車庫」行）に乗り換え「百

万遍」下車（乗り換えを含めて約 30 分）。  
※新幹線から地下鉄烏丸線に乗り換える際には、新幹線のコンコースから「八条東口」（東京寄り・

南側）に出るとスムーズに乗り換えできます。また、地下鉄今出川駅で市バスに乗り換える際には、

南改札口を経て出入口３番（エレベーターあり）に出ると便利です。  
②JR 京都駅中央口バスターミナルより特 17 系統で「百万遍」下車（約 40 分）。  

※観光シーズンには道路が混み合い、大幅に到着が遅延する可能性があります。  

③JR 京都駅からタクシーで約 25 分。2000 円程度。  
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構内案内図 
 

 

 

 
①受付は文学部新館の南側の建物の 2 階、見通しがききにくい場所にあります。法経北館と法経本館の

あいだの通路を通ってこられるとわかりやすいです。 

②百周年時計台記念館の 1 階に歴史展示室があります。時計台記念館の正面からお入りください。歴史

展示室では常設展示「京都大学の歴史」のほか、「京大教育学部と教育学研究の戦前・戦中・戦後」（仮）

と題する特別展示を行っておりますので、ぜひお立ち寄りください。開館時間は土曜・日曜ともに 9:30

から 17:00 です。なお、閲覧室は土曜・日曜ともに休室です。 

③お食事場所としてはカフェテリア「ルネ」、カフェレストラン「カンフォーラ」のほかに、時計台記念

館の地下に「タリーズコーヒー」（土・日曜営業）、1 階にフレンチレストラン「ラトゥール」（土・日

曜営業、要予約 075-753-7623）もあります。 
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会場配置図 
 

 

【文学部新館 1 階】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【文学部新館 2 階】 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 会場 

 （第 1 講義室） 

第 5 会場 

（第 2 講義室） 

EV 

EV 

WC 
男  

WC 
男・女  

自動販売機コーナー  

出版社出店会場 

EV 

EV 

第 1 会場 

（第 6 講義室）

第 2 会場 

（第 7 講義室）

第 3 会場 

（第 4 講義室） 

第 4 会場 

（第 5 講義室） 

大会受付 

WC 
 男  

WC 
女 

会員控室 

（2 演） 

大会
事務局 

（4 演）

出版社出店会場

出入口 

階段 

○１階男・女トイレの脇には多目的トイレが

ございます。  

○託児室、授乳室、親子休憩室は隣接した別

の建物にあります。事前に大会準備委員

会にお問い合わせいただくか、当日、受

付か大会事務局にお申し出ください。  

○喫煙スペースは、会場となる文学部新館の

東側、文学部東館の中庭となります。  
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- シンポジウム - 

 

第 55 回大会のシンポジウムは、下記の要領で行います。なお、報告者のひとりを予定していたハインツ＝エルマ

ー・テノルト教授はご病気により来日できないこととなりました。関係各位と協議の上、理事会の承認を得て、

シンポジウムの報告者等を下記の通り変更し、趣旨説明文も若干修正いたしました。テーマ、日時、場所に変更

はございません。以上の点についてご了解いただくとともに、多数のご参加をお待ち申し上げております。 

 

テーマ：教育史研究における大学史研究の位置 

 

日 時：2011 年 10 月 1 日（土）14:00～17:45 

場 所：京都大学医学部芝蘭会館 稲盛ホール 

 

報 告 者  寺﨑 昌男（立教学院） 

別府 昭郎（明治大学） 

西山 伸（京都大学） 

指定討論者   児玉 善仁（帝京大学） 

   羽田 貴史（東北大学） 

司 会 者   新谷 恭明（九州大学） 

鈴木 晶子（京都大学） 

 

《趣旨》 
 

大学史研究は、中等教育史のような研究領域と並立する、教育史研究の一分野という性格をも

つ。他方で、教育史という専門分野の成立と変容のプロセスは、それ自体として大学における学

問史の一部分をなしてもいる。大学史が教育史の一部でもあり、教育史が大学史の一部でもある

という、合わせ鏡のような構造が存在しているともいえる。この構造は、教育史研究にどのよう

な課題を投げかけているのか。教育史研究における大学史研究の位置はどのようなものであり、

どのような立脚点から大学史を叙述すればよいのか。世界的にも大学が巨大な変動にさらされて

いる今日であるからこそ、大学を大学たらしめると考えられてきた諸制度に即して、原理的かつ

歴史的な検証を行うことが必要といえる。 

大学を大学たらしめると考えられてきた諸制度として、学位制度や学部組織を挙げることがで

きる。文・理・法・医といった学部の伝統的分類は中世ヨーロッパに起源する学問体系を基礎と

するものであり、専門学のディシプリンが学部創設の前提とみなされてきた。ディシプリンとこ

れに基づく学問研究の「水準」への評価は、学位制度や講座制と相まって「学部自治」の基盤を

提供するとともに、学問分野間の優劣、大学間の格差、大学の構成員間（正規・非正規教員、職

員、学生）の序列を形作る要素ともなってきた。ただし、今日では「専門学の液状化」とも称さ

れるように、ディシプリンという概念の存在根拠自体が危うくなってきてもいる。大学と国家と

の関係、大学における教える者と学ぶ者の関係は歴史的にどのような問題をはらんできたといえ
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るのか。このような問いを立てることが、従来の教育史研究の視野をどのように拡張・再編して

いくことになるのかを含めて考えてみたい。さらに、大学沿革史の編纂体制や、大学史研究の内

容を博物館における展示や講義室における授業を通じて共有していく手法をめぐる諸問題まで射

程に入れながら、教育史研究上における課題を明確化していきたい。 

 
 
＜報告者プロフィール＞ 

○ 寺﨑 昌男（てらさき・まさお） 

立教学院本部調査役、東京大学・桜美林大学名誉教授。教育学博士。『立教学院百年史』『立教学

院百二十五年史』『東洋大学百年史』『誠之小学校百年史』『拓殖大学百年史』の執筆・編纂・顧問

ならびに『東京大学百年史』の編集責任に当たる。著書には『日本における大学自治制度の成立』

（評論社、1992 年、増補版 2000 年）、『プロムナード東京大学史』（東京大学出版会、1992 年）『大

学自らの総合力』（東信堂、2010 年）等の他、共著に『御雇教師ハウスクネヒトの研究』（竹中暉

雄・榑松かほると共著、1991 年）などがある。1993－94 年、本学会代表理事。 

 

○ 別府 昭郎（べっぷ・あきお） 

明治大学文学部教授。博士（教育学）。著書に『ドイツにおける大学教授の誕生』（創文社、1998

年）、『明治大学の誕生―創設の志と岸本辰雄―』（学文社、1998 年）、編著に『「大学」再考―概念

の受容と展開―』（知泉書館、2011 年）共編著に『大学史をつくる―沿革史編纂必携―』（寺﨑昌

男・中野実と共編、東信堂、1999 年）などがある。 

 

○ 西山 伸（にしやま・しん） 

京都大学大学文書館准教授。文学修士。『京都大学百年史』の編集実務に当たる。共編著に『田中

秀央 近代西洋学の黎明―『憶い出の記』を中心に―』（菅原憲二・飯塚一幸と共編、京都大学学

術出版会、2005 年）、共著に『近代京都研究』（思文閣出版、2008 年）、『知の伝達メディアの歴史

研究―教育史像の再構築―』（思文閣出版、2010 年）などがある。 

 

＜指定討論者プロフィール＞ 

○ 児玉 善仁（こだま・よしひと） 

帝京大学理工学部教授。博士（教育学）。著書に『イタリアの中世大学－その成立と変容－』（名

古屋大学出版会、2007 年）、共編著に『大学の指導法―学生の自己発見のために―』（別府昭郎・

川島啓二と共編、東信堂、2004 年）、訳書に『中世イタリアの大学生活』（平凡社、1990 年）など

がある。 

 
○ 羽田 貴史（はた・たかし） 

東北大高等教育開発推進センター教授。教育学修士。著書に『戦後大学改革』（玉川大学出版部、

1999 年）、共編著に『大学と社会』（安原義仁・大塚豊と共編、放送大学教育振興会、2008 年）、

分担執筆に『広島大学 50 年史（通史編）』（広島大学 50 年史編集委員会、2007 年）などがある。 
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- 研 究 発 表 – 

 

10 月 1 日（土） 第 1 日 午前の部（9：00～12：00） 

 

 司会 ： 木村政伸（筑紫女学園大学） 梅村佳代（奈良教育大学・名誉） 

 

〔1〕 9：00 「一文不通」の平安貴族 

鈴木理恵（広島大学） 

〔2〕 9：30 百姓自署からみた 17 世紀前半日本における識字状況の一事例 

八鍬友広（新潟大学） 

〔3〕 10：00 武蔵国増上寺領王禅寺村における識字状況 

―寛政期・文化期村方騒動を通してみた― 

大戸安弘（横浜国立大学） 

〔4〕 10：30  『継声館日記』にみる郷学「継声館」の教育 

太田素子（和光大学） 

〔5〕 11：00  近世中期における「孝子文化」の形成とその意義 

―教化と文化の間― 

 VAN STEENPAAL NIELS（京都大学・院） 

     〈総合討論〉 11：30～12：00 

 

 

司会 ： 逸見勝亮（北海道大学） 小股憲明（大阪芸術大学） 

 

〔6〕  9：00 開拓使の札幌農学校開校（1876 年）の意図 

井上高聡（北海道大学） 

〔7〕  9：30  対雁学校の歴史 

─北海道に強制移住させられた樺太アイヌの教育史─ 

小川正人（北海道立アイヌ民族文化研究センター） 

〔8〕 10：00  1886 年から 1898 年までの北海道における私立初等教育機関の実態 

 坂本紀子（北海道教育大学） 

〔9〕 10：30  1890 年代の府県聯合学事会・地方部学事会議に関する研究 

 湯川嘉津美（上智大学） 

〔10〕11 : 00  近代日本の教育法令の体系と構造 

 米田俊彦（お茶の水女子大学） 

 〈総合討論〉 11：30～12：00 

第 1 会場  第 6 講義室 （文学部新館 2 階）       

第 2 会場  第 7 講義室 （文学部新館 2 階）       
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- 研 究 発 表–      （10 月 1 日午前） 

 

 

 

司会 ： 遠藤孝夫（岩手大学） 山内紀嗣（広島大学） 

 

〔11〕 9：00  18 世紀ドイツにおける子育ての近代化 

―ファウスト『衛生問答』に注目して― 

 藤井基貴（静岡大学） 

〔12〕 9：30  1920 年代ドイツにおける総合雑誌の教育論の位相 

－Deutsche Rundschau の分析 

 清水禎文（東北大学） 

〔13〕10：00  学校田園寮運動とヒトラー・ユーゲントの関係に関する研究 

江頭智宏（鹿児島大学） 

〔14〕10：30  戦後オーストリアにおける職業教育改革 

―イシュール会議（1946 年）に着目して― 

田中達也（京都栄養医療専門学校） 

〈総合討論〉 11：00～12：00 

 

 

第 4 会場  第 5 講義室 （文学部新館 2 階）                            

司会 ： 井上惠美子（フェリス女学院大学） 友野清文（昭和女子大学） 

 

〔15〕 9：00  日本女子大学校における「実践倫理」講義 

―『日本女子大学校長成瀬仁蔵先生述 実践倫理講話筆記』の検討から― 

 長野和子（日本女子大学・院） 

〔16〕 9：30  日清戦争後中国における日本の女子教育情報 

―呉汝綸による日本視察（1902）を通して― 

 董秋艶（九州大学・院） 

〔17〕10：00  なぜ水兵の服が女学生の服になったのか？ 

―セーラー服を「結界」と考える試み― 

岡本洋之（兵庫大学） 

〔18〕10：30  看護職養成校の実態研究 

―1930 年代・職業と教育の接続の視点から― 

仲島愛子（一橋大学・院） 

〈総合討論〉 11：00～12：00 

 

第 3 会場  第 4 講義室 （文学部新館 2 階）       

第 5 会場  第 2 講義室 （文学部新館 1 階）       
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- 研 究 発 表–      （10 月 1 日午前） 

 

 

 

第 6 会場  第 1 講義室 （文学部新館 1 階）                            

司会 ： 木村元（一橋大学） 鳥居和代（金沢大学） 

 

〔19〕 9：00  国民道徳論における井上哲次郎の課題 

～明治三十年代の国語問題を手掛かりに～ 

瓜谷直樹（同志社大学・院） 

〔20〕 9：30  沢柳政太郎における「実際的教育学」の含意について 

―「学校」を基軸に据える教育学体系の再評価― 

佐藤智実（慶應義塾大学・院） 

〔21〕10：00  富士川游と治療教育学 

―教育病理学における“治療”と“教育” の架橋― 

前田晶子（鹿児島大学） 

〔22〕10：30  児童救済事業から児童保護事業への展開 

―石井十次の家族・学校に関する思想と実践を通じて― 

稲井智義（東京大学・院）（日本学術振興会特別研究員） 

［23］11：00 柳田國男のもつ前代教育観と近代教育観の差異 

―著述に記された「教育」という語を手がかりに― 

渡部恭子（慶應義塾大学・院） 

〈総合討論〉 11：30～12：00 

第 6 会場  第 1 講義室 （文学部新館 1 階）    
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- 研 究 発 表 – 

 

10 月 2 日（日） 第 2 日 午前の部（9：00～11：30） 

 

司会 ： 荒井明夫（大東文化大学） 森川輝紀（福山市立大学） 

 

〔24〕 9：00  明治 14 年政変と教育事務の転回 

        湯川文彦（東京大学・院） 

〔25〕 9：30  「質朴堅牢」主義の系譜 

 ―『文部省示諭』「小学校ノ建築」の形成に関する一考察― 

川口仁志（松山大学） 

〔26〕10：00  雑誌『国民之教育』にみる道徳教育論争 

―森文政期における『倫理書』編纂過程の再検討― 

林子博（京都大学・院） 

〔27〕10：30  明治期における直轄学校職員の欧州派遣 

鄭賢珠（京都大学・非） 

〈総合討論〉 11：00～11：30 

 

 

司会 ： 吉川卓治（名古屋大学） 大島宏（東海大学） 

 

〔28〕 9：00   務台理作の教育理念論の形成と展開 

金井徹（修紅短期大学） 

〔29〕 9：30  戦後教育行政改革に果たした小日向会の役割―広域行政圏構想を中心にして― 

梅本大介（早稲田大学・院） 

〔30〕10：00  「学力コンクール」の時代（1946-70） 

－東京大学学生文化指導会をはじめとする学生団体が大学受験指導

の一翼を担った頃－ 

三上敦史（愛知教育大学） 

〔31〕10：30  日本における学校福祉行政施策の展開に関する歴史的研究（２） 

―京都市教育委員会「生徒福祉課」の設立と学校福祉実践との関連

をめぐって― 

大崎広行（目白大学） 

 〈総合討論〉 11：00～11：30 

第 1 会場  第 6 講義室 （文学部新館 2 階）     

第 2 会場  第 7 講義室 （文学部新館 2 階）   
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- 研 究 発 表–      （10 月 2 日午前） 

 

 

第 3 会場  第 4 講義室 （文学部新館 2 階）                            

司会 ： 野々村淑子（九州大学） 中村雅子（桜美林大学） 

 

〔32〕 9：00  F. G. ボンサーによる初等教育カリキュラムの開発過程 

―インダストリアル・アーツの性格とプロジェクトの系譜― 

遠座知恵（東京学芸大学） 

〔33〕 9：30  ホーレスマン初等教育研究における市民性尺度の開発過程 

─プロジェクト・メソッドのための教育測定法作成の実験─ 

佐藤隆之（早稲田大学） 

〔34〕10：00  世紀転換期アメリカの子どもの発達観とデューイ教育思想 

～シカゴ・ミシガン大学を中心に～ 

神藤佳奈（明治大学・院） 

〈総合討論〉 10：30～11：30 

 

 

第 5 会場  第 2 講義室 （文学部新館 1 階）                            

司会 ： 清水康幸（青山学院女子短期大学） 佐々木尚毅（群馬県立女子大学） 

 

〔35〕 9：00  明治・大正期中等工業教育の模索と海軍工廠技手養成制度 

―高等工業学校との分化過程に即して― 

谷口雄治（職業能力開発総合大学校） 

〔36〕 9：30  戦前昭和期鹿児島県における青年学校改革の特質に関する一考察 

三羽光彦（芦屋大学） 

〔37〕10：00  蝋山政道における国家と大学 

―平賀粛学へのかかわりを中心に― 

 堀之内敏恵（お茶の水女子大学・院） 

〔38〕10：30  文部省推薦図書『女教師の記録』（平野婦美子）推薦取り消しの経緯 

岡崎沙織（奈良女子大学・院） 

〈総合討論〉 11：00～11：30 

第 3 会場  第 4 講義室 （文学部新館 2 階）  

第 5 会場  第 2 講義室 （文学部新館 1 階）           
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- 研 究 発 表–      （10 月 2 日午前） 

 

 

第 6 会場  第 1 講義室 （文学部新館 1 階）                            

司会 ： 古川宣子（大東文化大学） 羽田貴史（東北大学） 

 

〔39〕 9：00  植民地台湾における義務教育制度の施行 

北村嘉恵（北海道大学） 

〔40〕 9：30  占領期朝鮮人学校の教育費問題 

―「国庫負担請願」の背景とその意味― 

松下佳弘（京都大学・聴講生） 

〔41〕10：00  戦後日本における朝鮮人教育と公教育制度 

―公費支出構造の形成過程― 

マキー智子（北海道大学・院） 

〔42〕10：30  戦後夜間中学における在日朝鮮人女性の位置 

―全国夜間中学校研究大会での議論に着目して― 

山根実紀（京都大学・院） 

〈総合討論〉 11：00～11：30 

第 6 会場  第 1 講義室 （文学部新館 1 階）             
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- 研 究 発 表- 

 

10 月 2 日（日） 第 2 日 午後の部（12：30～15：00） 

 

司会 ： 千葉昌弘（北里大学） 川村肇（獨協大学） 
 

〔43〕12:30 近世後期地方藩儒の経世と学問 

―日出藩儒帆足万里を対象に― 

渕上皓一朗（京都大学・院） 

〔44〕13:00  明治初年代における地域の学事関係者 

―維新期松本藩の藩政改革にみる中間層の動向― 

塩原佳典（京都大学・院） 

〔45〕13:30  明治前期における公立小学校の学校運営と地域利害 

―福島県安積郡郡山小学校の事例を中心に― 

鈴木敦史（同志社大学・非） 

〔46〕14:00  1880 年前後における大阪府教育博物館の教育事業 

―教育情報の摂取と地域の教育要求に注目して― 

髙田麻美（名古屋大学・院） 

 〈総合討論〉 14：30～15：00 

 

 

司会 ： 菅原亮芳(高崎商科大学） 渡辺典子（武蔵野美術大学・非） 

 

〔47〕12:30 近代日本における「煩悶青年」の再検討 

和崎光太郎（京都大学・院）（京都市学校歴史博物館学芸員） 

〔48〕13:00 戦間期における民間の「大学」の思想 

―自由大学運動を中心に― 

大谷俊（早稲田大学・院） 

〔49〕13:30  文化学院の教養教育とモダニズム 

―1920～30 年代のリベラル・エデュケーション― 

平沢信康（鹿屋体育大学） 

〔50〕14:00   中日国交断絶期における唯一の日本文学教授―徐祖正 

経志江（至学館大学） 

 〈総合討論〉 14：30～15：00 

第 1 会場  第 6 講義室 （文学部新館 2 階）      

第 2 会場  第 7 講義室 （文学部新館 2 階）   
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- 研 究 発 表–      （10 月 2 日午後） 

 

 

 

司会 ： 山﨑洋子（武庫川女子大学） 白水浩信（神戸大学） 

 

〔51〕12:30 20 世紀初頭イギリス ロンドンにおける教育福祉制度に関する研究 

―1906 年から 1914 年子ども保護委員会の活動を中心に－ 

内山由理（首都大学東京・院） 

〔52〕13:00 アイルランド公教育の成立をめぐって 

―研究動向と今後の課題― 

岩下誠（慶應義塾大学） 

〔53〕13:30 18 世紀後半におけるフランス公教育思想の展開 

越水雄二（同志社大学） 

 〈総合討論〉 14：00～15：00 

 

 

 

司会 ： 山田恵吾（埼玉大学） 森透（福井大学） 

 

〔54〕12：30 文部省編纂『小学校教師用 手工教科書』にみる教科書国定期の手工科の 

特異性とその歴史的意義 

平舘善明（帯広畜産大学） 

〔55〕13：00 東京市の公立小学校における学校園の展開 

田中千賀子（武蔵野美術大学・院） 

〔56〕13：30 山口県公立小学校における大正新教育運動の展開 

―師範附属小学校･郡当局・県学務当局との関係性― 

鈴木和正（広島大学・院） 

〔57〕14：00  戦後カリキュラム改革と自治活動 

―1950 年代茨城県水海道小の実践を中心にして― 

越川求（立教大学・院） 

〈総合討論〉 14：30～15：00 

第 4 会場  第 5 講義室 （文学部新館 2 階）  

第 3 会場  第 4 講義室 （文学部新館 2 階）   
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- 研 究 発 表–      （10 月 2 日午後） 

 

 

 

司会 ： 湯川嘉津美（上智大学） 高田文子（白梅学園大学） 

 

〔58〕12:30 19 世紀日本における玩具の変容とその教育機能に関する検討 

～玩具に託された≪遊び文化≫や≪身体の教育≫に着目しながら～ 

藤田直人（法政大学） 

〔59〕13:00 賀川豊彦の幼児教育思想における歴史的視座 

加納史章（兵庫教育大学・研究生） 

〔60〕13:30 師範学校の専門学校程度昇格に伴う保育者養成制度改革に関する一考察 

小田義隆（近畿大学） 

〔61〕14:00 戦後日本における保育施設の適正配置をめぐる施策 

―東京都渋谷区公私立幼稚園調整審議会の検討を中心として― 

松島のり子（お茶の水女子大学・院） 

 〈総合討論〉 14：30～15：00 

 

 

 

司会 ： 高橋陽一（武蔵野美術大学） 小野雅章（日本大学） 

 

〔62〕12:30 近代日本の高等教育機関における「国学」と「神道」 

藤田大誠（國學院大學） 

〔63〕13:00 1930 年代東京府における小学校児童の伊勢参宮旅行 

―量的拡大とその要因― 

橋本萌（お茶の水女子大学・院） 

〔64〕13:30 1930 年代の小学校訓育における「敬神崇祖」観念の導入 

―鳥取県の教育界と神職会の動向に着目して― 

高瀬幸恵（鶴川女子短期大学） 

〔65〕14:00 台湾植民地支配と国体明徴運動 

駒込武（京都大学） 

 〈総合討論〉 14：30～15：00 

 

第 6 会場  第 1 講義室 （文学部新館 1 階）  

第 5 会場  第 2 講義室 （文学部新館 1 階）  
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- コロキウム - 

 

 

 

10 月 2 日（日） 15:10～17:30 

 

 

    １９３０～４０年代日本における教育団体の変容と再編過程（ ３ ） 

― 戦時期から戦後初期への変転 ― 

 

オルガナイザー   梶山雅史（岐阜女子大学） 

 

報  告  者   新谷恭明 (九州大学) 

1940 年代前半における福岡県教育会『福岡県教育』掲載論攷の検討 

 

佐藤幹男（仙台大学） 

戦後初期における地方教育行政(機関)と職能向上 

 

〈 設定趣旨 〉 

戦前の教育団体の最終段階の実態、そして戦後教育発足の過渡期における教育団体の新たな組

織論の登場と現実的展開、その歴史的経緯・歴史像の詳細について、前年度コロキウム企画に引

き続いてさらに研究の深化・進展を図りたい。 

○新谷報告 

1940 年代前半は日本が太平洋戦争に突入し、戦況が深刻になっていく時期である。 

福岡県教育会機関誌『福岡県教育』執筆者の具体像解明、掲載論攷の傾向と内容分析を進め、

論攷の時局に果たした意味、戦時教育情報の質を読み解く。 

○佐藤報告 

戦前において教育会が担った教師の職能向上は、戦後、誰が担うことになったか。 

戦後占領期の教育政策や地方における教師の再教育事業の展開、教育行政機構の整備過程等

を検討し、戦前の教育会の正負の遺産がどのように戦後に継承されていったのか、一つの視

点を提示したい。 

 

コロキウム 1  第 1 会場  第 6 講義室 （文学部新館 2 階）       

第 2 日 
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- コロキウム - 

 

10 月 2 日（日） 15:10～17:30 

 

 

 

戦前期中等諸学校における『校友会雑誌』と「学校文化」の研究 
 

オルガナイザー： 斉藤利彦（学習院大学） 稲井智義（日本学術振興会特別研究員） 

 堤ひろゆき（東京大学・院） 

 

報告者：斉藤利彦  市山雅美（湘南工科大学） 森田智幸（日本学術振興会特別研究員） 

歌川光一（日本学術振興会特別研究員） 瀬川大（学習院大学・非） 

     

〈設定趣旨〉 

 戦前期において多くの中等諸学校（中学校・高等女学校・実業学校）に｢校友会｣が結成され、

その学内誌として『校友会雑誌』が刊行されていた。それらは、日常的な教育活動や、生徒たち

が創りあげた「学校文化」の貴重な記録となっており、多様な角度からの分析が可能である。こ

れら『校友会雑誌』は、その時代の当事者たちが、その時代に記した史料であるという点で、教

育史研究における最も重要な一次史料であることはいうまでもない。にもかかわらず、これまで

の研究の中で、これらの史料が系統的に収集され、分析されることはまれであった。報告者は、

この数年来、旧制中学校および高等女学校を前身にもつ高等学校、それぞれ 700 校、1074 校に

対し『校友会雑誌』の刊行と所蔵に関する全国アンケート調査を行い、その分析の一部は、斉藤・

市山「旧制中学校における『校友会雑誌』の研究」（『東京大学大学院教育学研究科紀要 第 48 巻』

2009 年 3 月）として発表してきた。また、各地の図書館における 2000 冊に及ぶ『校友会雑誌』

の所蔵を確認し、さらに 300 種類、700 冊以上の『校友会雑誌』を収集してきた。その中には、

「外地」｢外国｣であった台湾、朝鮮、満州（新京・大連・奉天）、上海、青島、樺太、ハワイ等の

日本人学校の『校友会雑誌』を含んでいる。本コロキウムでは、これらの史料をもとに、『校友会

雑誌』のはたした役割を新たな視点からとらえなおし、その性格についての報告と意見交換を行

おうとするものである。 

 

 

コロキウム 2  第 2 会場  第 7 講義室 （文学部新館 2 階）       
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- コロキウム - 

 

10 月 2 日（日） 15:10～17:30 

 

 

近代日本におけるエリート教育の編成  

            ―明治期と大正期との対話― 

 

 

 

オルガナイザー 冨岡 勝  （近畿大学） 

司会者     荒井 明夫（大東文化大学） 

報告者     小宮山道夫（広島大学） 

指定討論者   吉川 卓治（名古屋大学） 

小針 誠 （同志社女子大学） 

 

 

設定趣旨 

 「一八八〇年代教育史研究会」では、2005 年の教育史学会第 49 回大会（東北大学）

において「一八八〇年代日本教育史の再検討にむけて――高等中学校は何故、どのよう

にできたのか」と題したコロキウムを開催し、一八八〇年代の教育史を改めて検討する

必要性を、高等中学校成立事情の考察を中心に提起した。今回はこれを発展させ、「一八

八〇年代における高等普通教育と専門教育の再編」に関する本研究会の近年の取り組み

を報告するとともに、大正期に関する研究者との対話を試みる。 

『公立大学の誕生―近代日本の大学と地域―』（名古屋大学出版、2010 年）を通じて

大正期の地域と高等教育との関係を論じた吉川卓治氏と、 

『“お受験”の社会史―都市新中間層と私立小学校』（世織書房、2009 年）で大正期の私

立学校進学ブームを分析した小針誠氏を指定討論者として迎え、地域と高等教育との関

係や、帝国大学を頂点とした学校体系の確立などの論点を中心に、一八八〇年代のエリ

ート教育の編成について率直な意見交換を行いたい。参加者からの活発な発言を期待す

る。 

 

コロキウム 3  第 3 会場  第 4 講義室 （文学部新館 2 階）       
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- コロキウム - 

 

10 月 2 日（日） 15:10～17:30 

 

 

「近代教育」のなかの古典と道徳－地域間比較の試み－ 
 

オルガナイザー 宮澤康人（東京大学・名誉教授） 

  森岡伸枝（大阪芸術大学短期大学部・講師） 

  長谷部圭彦（日本学術振興会・特別研究員） 

報告者  宮原佳昭（南山大学・講師） 

   「中国近代の学校教育における「読経」問題」 

  磯貝真澄（京都外国語大学・非常勤講師） 

   「ロシア帝政末期ムスリム知識人の「新方式」教育における道徳」 

  岡本託（神戸大学・研究員） 

   「近代フランス上級行政官試験における人文古典知識の受容と変容」 

 

設定趣旨 

 本コロキウムでは、一般に「近代教育」と見なされているものが、いかにして世界規模で形成

されたのか、その過程を構造的かつ動態的に把握する糸口として、19 世紀から 20 世紀前半のユ

ーラシアにおける「教育」を、比較史的に検討する。 

 比較史において求められるのは、世界史的な視座からの地域の選定と、新たな論点の抽出が見

込まれるような比較軸の設定である。そこで本コロキウムでは、「教育」と密接な関係にある宗教

と文字に基づいて、ユーラシア大陸を大きく三つに分類し、それぞれの代表的な事例を検討する。

すなわち、儒教と仏教が広く浸透し、漢字とそれから派生した文字が創出された「東アジア世界」

の代表として、清末から民国初期の中国、イスラームが価値の根幹を形成し、様々な言語がアラ

ビア文字で表記された「西・中央アジア世界」の例として、世紀転換期のロシア帝国治下のムス

リム（イスラーム教徒）、そしてキリスト教に基づく世界観が構築され、ラテン文字が広く行き

渡った「ヨーロッパ世界」の事例として 19 世紀のフランスを取りあげ、ユーラシア全体を可能

な限り視野に収める。他方、比較軸としては、それまでの「教育」との連続性に配慮するために、

とくに古典や道徳に注目する。なお、ヒンドゥー教と仏教、そして梵字を特徴とする「南・東南

アジア世界」については、今後の課題としたい。各報告に続いて、日本教育史研究からのコメン

トを受け、より広い見通しをもった議論に繋げていきたいと考えている。 

コロキウム 4  第 5 会場  第 2 講義室 （文学部新館 1 階）       
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- コロキウム - 

 

10 月 2 日（日） 15:10～17:30 

 

 

男女別学から男女共学へ――セクシュアリティと男女交際―― 

 

オルガナイザー  小山 静子（京都大学）     

報告者      前川 直哉（京都大学・院）   

今田絵里香（京都大学）     

        小山 静子（京都大学）     

指定討論者    小玉 亮子（お茶の水女子大学） 

 

〈設定趣旨〉 

 中等教育機関に通う男子生徒と女子生徒は、思春期のまっただ中を生きているにも関わらず、

彼ら・彼女らのセクシュアリティの問題は、これまでの教育史研究において等閑に付されてきた

といってもよいだろう。〈性〉が隠された学校空間において、彼ら・彼女らはどのような性的存在

であることが求められていたのだろうか。本コロキウムでは、この問題を、中等教育における男

女別学から男女共学への転換と絡めながら考察してみたいと思う。そのことを通して、セクシュ

アリティの視点から見た男女別学や男女共学という問題や、中等教育機関の生徒たちのセクシュ

アリティのありようについてコロキウム参加者と意見交換を行いたい。 

 

〈報告概要〉 

 (1)前川直哉「学生男色と女学生の登場」 

   明治期に流行した学生男色(学生同士の男色)とその背景について考察し、1900 年代の女学

生の登場を機に学生男色のイメージがどのように変容したのか、また男子学生をとりまく性

の環境がどのように変容したのかを考える。 

 (2)今田絵里香「男女共学と少女雑誌における異性愛表象」 

   戦後、男女共学が実施されることによって、メディアにおける男女交際イメージは大きな

変容を迫られるようになった。本報告では、少女雑誌が異性愛をどのように扱い、女子生徒

をどのような性的存在として表象するようになったのか、男女共学実施との関連から考察す

る。 

 (3)小山静子「男女共学と純潔教育の登場」 

   文部省は、戦後すぐから純潔教育に取り組みはじめるが、それはどのような社会的文脈に

おいて行われたのか。男女共学の実施と関連づけながら、純潔教育の登場を考える。 

コロキウム 5  第 6 会場  第 1 講義室 （文学部新館 1 階）       
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- 特別展示 - 

 

「京大教育学部と教育学研究の戦前・戦中・戦後」（仮） 

 

 

期間：2011 年 9 月 6 日（火）～11 月 6 日（日） ※10 月 3 日は休館です。 

時間：9 時 30 分～17 時 

場所：京都大学百周年時計台記念館 1 階 歴史展示室 

趣旨  ： 

京大における教育学研究の位置は、戦前・戦中における文学部哲学科の一講座

から、戦後は独立した学部へと一挙に高められます。京都大学の歴史としては異

例なことであり、米軍占領下の天下り的な学部の出現を揶揄して「ポツダム学部」

と称されることもありました。さらに、教育学教授法講座の主任教授であった木

村素衛（1895～1946）が学部の創立に先立って早逝、京大における教育学研究の

歴史は波乱と曲折に満ちたものとなりました。 

本展示では、まず京大教育学部の歴史を戦前の文学部教育学教授法講座時代か

ら、敗戦後の教育改革を経て設立までの制度的変遷を軸にたどります。さらに教

育学部設立の基盤となった戦前・戦中を中心とした京大教育学研究の歩みについ

てもふれるほか、設立直後の学部や学生の様子も取り上げていきます。 

展示品は、京都大学大学文書館および教育学部所蔵の資料が中心で、今回の展

示で初公開となるものも含まれています。展示を予定している主な資料は次の通

りです。 

 

 

 
※次頁に「京都大学歴史散策マップ」を掲載しました（総務部広報課にて作成のもの
を許諾を得て一部修正して掲載）。こちらもご活用ください。 

・谷本富「京都帝国大学文科大学

の組織の関する卑見」 

・京大沢柳事件関係資料 

・前田博宛谷本富・小西重直・木

村素衛自筆書簡 

・帝国大学総長会議における鳥養

利三郎メモ 

・新制大学設置認可申請書類 

・教育学部整備委員会関係資料 

・教育学部熊野校舎（写真） 
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〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13 ―1　☎ 03（3579）5444� ●表示価格は税込です

特別支援・特別ニーズ
教育の源流

賀川ハル史料集

教育新聞

「満州」植民地
日本語教科書集成

「満州」植民地
中国人用教科書集成

興亜教育

鑑賞文選・綴方讀本

大村主計全集

戦前
教育科学運動史料



〒248-0014 鎌倉市由比ガ浜 3-11-49　電話 0467-60-1374　fax0467-60-1375
http://www.minatonohito.jp　　info@minatonohito.jp港の人

叢書 児童文化の歴史Ⅰ

児童文化の原像と芸術教育
加藤理編（東京成徳大学教授）　A5判並製／本文 280頁　定価 3,500 円（税別）

児童文化の歴史と意義を検証する画期的な叢書（全３巻）ついに刊行！
児童文化の誕生期である大正期から、昭和戦前、戦中、戦後、そして現代まで、各時代の児童文化を
特徴づける重要文献を収録し（解題付き）、その歴史と変遷をたどる「叢書 児童文化の歴史」全３巻。
第１巻は、大正期から昭和 12年までの重要な児童文化論（25文献）を収録。誕生期・黎明期におけ
る「児童文化」の本質をさぐる。【第２巻、今秋刊行予定／第３巻、来春刊行予定】　

日本教育関係法令体系
米田俊彦編著（お茶の水大学教授）　B5判函入／本文 1064頁　定価 50,000 円（税別）

本書は内閣制度発足直後の 1886（明治 18）年から、第二次世界大戦後のいわゆる
教育基本法制の成立にいたるまでの、教育関係法令を厳選し、分野別（七分野）に
体系化、明治から戦後までの教育法令を通覧できる。近代教育制度の全体像を提示
した、初めての画期的な法令体系。



A5 3,800

A5 4,900

( 739-8512

TEL(082)424-6226 FAX(082)424-6211 

http://www.lib.hiroshima-u.ac.jp/press/ 



[TEL] 042-329-7797   [FAX] 042-329-7798
[HP] http://www.u-gakugei.ac.jp̃upress
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教
育
力

―
近
代
日
本
の
知
的
基
盤
―

定
価
一
二
六
〇
円

東
京
師
範
学
校
生
活
史
研
究

東
京
に
お
け
る
教
員
養
成
の
通
史
を
描
き
、
師
範
学
校
で

営
ま
れ
て
き
た
教
員
養
成
の
実
態
を
活
写
。

定
価
三
九
九
〇
円

食
と
農
の
ア
メ
リ
カ
地
誌

地
理
教
育
を
念
頭
に
お
い
た
ア
メ
リ
カ
地
誌
の
叙
述
。

定
価
一
七
八
五
円

大
竹
美
登
利
・
日
景
弥
生 

編

三
石
初
雄
・
川
手
圭
一 

編

坂
井
俊
樹
・
小
瑶
史
朗
・
重
松
克
也
・
竹
内
裕
一 

編

東
京
学
芸
大
学
教
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー 

編

大
森
直
樹 

編

大
石
学 

著

矢
ケ
﨑
典
隆 

著

陣
内
靖
彦 

著
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識
字
と
読
書 

リ
テ
ラ
シ
ー
の
比
較
社
会
史

 

松
塚
俊
三
・
八
鍬
友
広
編　

四
四
一
〇
円

人
類
は
口
承
文
化
と
文
字
文
化
が
豊
か
に
織
り
成
す
世
界
を
生
み
出
し
て
き
た
。「
識

字
と
読
書
」
研
究
か
ら
、
よ
り
よ
き
人
生
を
求
め
る
人
々
の
知
の
あ
り
方
を
問
う
。

女
性
と
高
等
教
育 

機
会
拡
張
と
社
会
的
相
克

 

香
川
せ
つ
子
・
河
村
貞
枝
編　

四
四
一
〇
円

女
性
た
ち
が
知
識
と
職
業
を
求
め
て
、
自
ら
の
道
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
軌
跡
を
比
較
社
会
史

の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
日
、
英
、
露
、
仏
、
ス
イ
ス
な
ど
多
領
域
を
扱
う
。

帝
国
と
学
校	

駒
込
武
・
橋
本
伸
也 

編　

四
四
一
〇
円

一
九
～
二
〇
世
紀
の
帝
国
主
義
時
代
、
米
、
英
、
日
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
支
配
と
、
学
校
・
教
育
制
度
の
役
割
を
比
較
の
視
点
か
ら
鋭
く
追
求
。

国
家
、共
同
体
、教
師
の
戦
略 

教
師
の
比
較
社
会
史

 
松
塚
俊
三
・
安
原
義
仁
編　

四
二
〇
〇
円

国
家
に
よ
る
国
民
教
育
の
普
及
で
、教
え
る
事
と
学
ぶ
事
の
間
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
。

国
家
・
共
同
体
に
お
け
る
教
師
の
戦
略
と
比
較
社
会
史
か
ら
教
育
の
あ
り
方
を
問
う
。

実
業
世
界
の
教
育
社
会
史

 

望
田
幸
男
・
広
田
照
幸
編　

四
二
〇
〇
円

日
本
や
西
洋
諸
国
そ
れ
ぞ
れ
に
ロ
ー
カ
ル
な
特
徴
を
も
つ
産
業
に
直
結
し
た
教
育
シ
ス

テ
ム
を
比
較
社
会
史
の
観
点
か
ら
読
み
解
く
。

ネ
イ
シ
ョ
ン
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
教
育
社
会
史

 

望
田
幸
男
・
橋
本
伸
也
編　

三
九
九
〇
円

近
代
教
育
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
関
係
を
縦
糸
に
、
近
現
代
ド
イ
ツ
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
教
育
、

歴
史
教
育
を
横
糸
に
、
そ
の
主
題
を
読
み
解
く
。

身
体
と
医
療
の
教
育
社
会
史

 

望
田
幸
男
・
田
村
栄
子
著　

三
九
九
〇
円

我
々
の
身
体
は
我
々
個
人
の
も
の
で
は
な
く
、
社
会
・
国
家
に
よ
っ
て
強
く
統
制
さ
れ

て
い
る
。
西
洋
と
ア
ジ
ア
の
比
較
と
い
う
視
点
を
持
ち
つ
つ
、
身
体
と
医
療
を
語
る
。

ド
イ
ツ	

過
去
の
克
服
と
人
間
形
成

 

對
馬
達
雄
編
著　

四
七
二
五
円

ド
イ
ツ
人
は
、
戦
後
い
か
に
し
て
精
神
的
に
ナ
チ
ズ
ム
か
ら
脱
却
し
た
の
か
。
家
族
、

教
育
、
宗
教
、
記
憶
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
戦
後
ド
イ
ツ
の
人
間
形
成
に
光
を
あ
て
る
。

家
庭
フ
ォ
ー
ラ
ム	

日
本
家
庭
教
育
学
会 

編　

五
〇
〇
円

23
号
「
卓
育
」
で
家
族
団
欒
／
22
号
「
家
庭
教
育
」
と
は
何
か
／
21
号 

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
知
恵
袋―

家
庭
の
中
の
老
人
力
／
20
号 

お
う
ち
で
食
べ
よ―

家
庭
で
学
ぶ
食
育

叢書〈比較教育社会史〉全７巻（全巻揃い価格 29610 円）

kyoikushigaku55-1110.indd   1 2011/06/27   11:30:02





二
宮
尊
徳
の
実
践
か
ら

京都大学学術出版会

教
育
・
子
育
て
は
人
間
相
手
の
営
み
で
あ
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
対
応
は
む

ず
か
し
い
。
農
民
と
と
も
に
生
き
た
実
践
家
二
宮
尊
徳
を
題
材
に
、
日
常
生
活

を
再
発
見
す
る
手
が
か
り
を
求
め
る
新
し
い
臨
床
教
育
学
を
提
唱
す
る
。

大
学
で
人
権
を
語
る
の
は
ど
こ
か
胡
散
臭
い
。
話
す
前
か
ら
オ
チ
が
見
え
る
。

で
も
人
権
を
切
実
に
必
要
と
し
て
い
る
人
々
が
い
る
の
も
確
か
だ
。
で
は
ど
う

す
る
？
無
意
識
の
恐
れ
に
満
ち
た
社
会
で
希
望
を
語
る
、
型
破
り
の
人
権
本
。

臨
床
教
育
と

〉

〈
語
り

ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学

キ
ュ
ロ
ス
の
教
育

弁
論
家
の
教
育

京
都
大
学
講
義

人
間
形
成
と
し
て
弁
論
教
育
を
説
い
た
古
典

・

差
別

「
偏
見

人
権
」
を
問
い
直
す

・

人
は
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
を
論
じ
た
代
表
的
古
典

理
想
的
君
主
を
テ
ー
マ
に
教
育
を
論
じ
た
名
著



柏書房 〒113-0021　東京都文京区本駒込 1-13-14 
TEL.03-3947-8251　FAX.03-3947-8255　http://www.kashiwashobo.co.jp/ 【価格税込】

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

家
庭
に
お
け
る
「
学
芸
・
修
身
・
立
志
・
修
行
」
の
奨
励
、
作
文
・

論
文
の
積
極
的
募
集
・
掲
載
に
よ
る
文
才
少
年
の
育
成
、
父
母
に
対

す
る
家
庭
教
育
法
の
示
唆
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
紙
面
づ
く

り
で
読
者
の
支
持
を
得
た
、
明
治
中
期
の
児
童
総
合
雑
誌
『
日
本
之

少
年
』
全
１
４
１
号
分
を
は
じ
め
て
復
刻
。

近
代
教
育
制
度
�
確
立
�
�
�
�
�
日
本
�
�
�
�
�

児
童
少
年
�
�
�
歩
�
�
�
道
�
提
示
�
�
�

日
本
之
少
年

[

全
�
回
配
本]
�
全
�
�
巻
�

上
田
信
道

�
�
判
上
製
�
総
�
�
�
�
�
頁�

各
回
揃
�
�
�
�
�
�
円

監
修

復
刻
版

�
�
�
�
�
�
�
封
印
�
�
�
抑
圧
�
侵
略
�
時
代
�
歴
史

知
識
人
�
�
�
�
�
�

近
衛
新
体
制
�
昭
和
研
究
会

江
戸
時
代
�
民
衆
�
読
�
書
�
能
力
�
本
当
�
高
�
�
�
�
�

日
本
人
�
�
�
�
�
�

―
―

�
�
�
�
�
�
�
�
�
年

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

竹
内
洋
�
井
上
義
和

四
六
判
上
製
�
�
�
�
頁�

�
�
�
�
円

著

訳

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
� 

川
村
肇

�
�
判
上
製
�
�
�
�
頁�

�
�
�
�
円

著

訳

１
９
３
３
年
、
近
衛
文
麿
の
ブ
レ
ー
ン
た
る
こ
と
を
目
指
し
て
設
立

さ
れ
た
国
策
研
究
機
関
「
昭
和
研
究
会
」。
蠟
山
正
道
、
三
木
清
、

笠
信
太
郎
ら
一
級
の
知
識
人
た
ち
の
躍
動
か
ら
、
昭
和
戦
前
期
に
お

け
る
知
と
権
力
の
宿
命
的
関
係
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

�
分
売
不
可
�

花
井
信
・
三
上
和
夫
編
著

学
校
と
学
区
の
地
域
教
育
史 

 

3150
円

明
治
中
期
の
信
州
長
野
に
お
け
る
小
学
校
教
育
の
実
態
を
詳
細
に
描
き
出
す
。

千
葉
昌
弘
・
梅
村
佳
代
編

地
域
の
教
育
の
歴
史 

 

3150
円

「
地
域
」
の
歴
史
的
解
明
を
と
お
し
て
日
本
教
育
史
像
の
新
た
な
構
築
を
図
る

花
井
信
著

近
代
日
本
の
教
育
実
践 

 

1785
円

自
ら
の
教
育
実
践
を
も
と
に
わ
が
国
近
代
教
育
実
践
史
へ
の
道
筋
を
指
し
示
す

高
橋
勝
・
下
山
田
裕
彦
編
著

子
ど
も
の〈
暮
ら
し
〉の
社
会
史  

2625
円

戦
後
50
年
に
お
け
る
子
ど
も
の
暮
ら
し
の
著
し
い
変
容
過
程
を
浮
彫
り
に
す
る

堀  

徹
造
著
（
解
説
・
松
木
健
一
）

地
面
の
か
さ
ぶ
た 

 

2310
円

ゴ
ミ
問
題
を
題
材
に
し
た
カ
リ
タ
ス
小
「
総
合
学
習
」
の
貴
重
な
実
践
記
録
。

及
川
房
子
著
（
解
説
・
堀
智
晴
）

続
・
学
童
保
育
実
践
の
記 

 

1995
円

障
害
の
あ
る
子
を
学
童
に
受
け
入
れ
共
に
歩
む
姿
が
生
き
い
き
と
描
か
れ
る
。

遠
藤
克
弥
編
著

地
域
教
育
論 

 

1890
円

地
域
教
育
論
に
よ
っ
て
、
生
涯
学
習
思
考
か
ら
脱
皮
し
新
た
な
社
会
教
育
へ
。

花
井
信
著

論
文
の
手
法　
日
本
教
育
史
研
究
法
・
序
説  

1470
円

初
学
者
向
け
に
、
著
者
み
ず
か
ら
の
研
究
手
法
を
公
開
し
た
論
文
指
南
の
書
。

鈴
木
正
幸
・
加
藤
幸
次
・
辻
村
哲
夫
他
編
著

甦
る
教
師
の
た
め
に 

 

近
刊

教
師
の
自
己
変
革
を
願
う
、
教
員
免
許
更
新
講
習
・
通
信
教
育
テ
キ
ス
ト
。

川島書店 〒160-0023  東京都新宿区西新宿7-15-17（税込）
Tel 03-3365-0141㈹　Fax 03-3365-1101　http: //kawashima-pb.kazekusa.co.jp/

山
峡（
や
ま
か
い
）の
学
校
史　
　
　

　
　

  

4200
円

花
井
信
著
　
戦
中
下
に
生
き
た
人
た
ち
の
同
時
代
教
育
史
│
自
分
探
し
の
教
育

史
研
究
と
訣
別
す
る
、
団
塊
世
代
の
著
者
に
よ
る
新
し
い
地
域
教
育
史
の
試
み
。

ポ
レ
ミ
ー
ク
な
、
知
的
刺
激
に
溢
れ
た
教
育
史
研
究
を
読
者
に
提
供
す
る
。
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